
■令和８年度第２回狛江市教育委員会の自己点検及び評価に関する審査委員会次第

１ 日 時 令和８年６月 25 日（木）午後６時 30 分

２ 場 所 狛江市防災センター３階 301 会議室

３ 議 題

（１）令和８年度（令和７年度実施事業）再評価について①

担当部署：指導室長

（２）その他

【資料】

狛江市教育委員会の自己点検及び評価報告書（1-1-1-1 抜粋）

１ 指導室説明資料（スライド資料）

２ 子どもの権利条例 パンフレット



５．年次計画

①

②

施策展開の方向性

コード 1-1-1-1

事業名 人権教育推進 担当課 指導室

施策展開の具体的内容 到達目標（令和11年度末）

・教職員を対象に喫緊の人権課題等をテーマとした人権教育研修を実施し、教職員の人権感覚の涵養
及び指導力の向上を図る。
・児童・生徒への人権教育の具体的推進にあたっては、人権教育推進委員会を通じて、各学校におけ
る人権教育の年間指導計画の充実を図るとともに、人権に関する課題を共有し、適切に人権教育が行
われるよう協議する。
・人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別の解消を目指すため、人権尊重教育推
進校の研究の充実を図るとともに、その成果の普及・啓発を図る。また、各校の人権教育担当者が見
識を深め、自校の実践に活かすことができるよう視察研修等の機会を積極的に設ける。

・教職員が適切な人権感覚を身に付け、児童・生徒と良好な人間関係を構築することで、児童・生
徒が心理的安全性を感じている。
・子どもを権利主体として尊重した学校教育が実現するとともに、児童・生徒が各種人権課題に関
する正しい知識を身に付け、自他ともに大切にしようとする姿勢が養われているという評価を90%以
上の保護者から得ている。
・児童・生徒が発達段階に応じて、人権尊重の理念を理解し、差別や偏見のない行動がとれるよう
になるとともに、子どもの権利条約やこども基本法、（仮称）子ども条例を理解し、権利主体とし
ての自覚が涵養され、地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う児童・生徒が80％以上と
なっている。

令和７年度の取組結果・成果 評価 今後の課題・方向性

Ｂ

年次計画

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０

人権教育推進

・人権尊重教育推進校の指定
※Ｒ６～Ｒ８年度：緑野小学校
・人権教育推進委員会による課題共有
・年間指導計画に基づく人権教育の推進（各小・
中学校）

・人権尊重教育推進校の成果の普及・啓
発（Ｒ９～Ｒ10）
・人権教育推進委員会による課題共有
・年間指導計画に基づく人権教育の推進
（各小・中学校）

人権教育研修
・教職員に対する全体研修
・教職員に対する階層別研修

関連計画等

互いの生命や人格・人権を尊重し、あらゆる偏見や差別をなくす人権教育を推進します。

・４月に実施した人権教育悉皆研修を通して、教職員に人権感覚を醸成する機会を得ること
ができた。
・人権教育推進委員会では、フィールドワークを取り入れた研修を実施し、教職員が人権教
育について学ぶ機会を設けることができた。また、「狛江市版　教職員の人権感覚チェック
リスト」を作成し、市内各小・中学校に周知した。
・狛江の教育21研究協力校の和泉小学校研究発表において、「狛江市子どもの権利条例」の
「意見を表明する権利」を具現化する児童運営委員会の取組を示し、自律的な学校生活を送
る児童・生徒の変容を市内各小・中学校に紹介した。
・人権尊重教育推進校（緑野小学校）の研究を推進し、実践内容を市内各小・中学校に紹介
した。

・引き続き、学校等における人権教育推進上の課題を明確にし、課題及び学校や教員からの
ニーズに即した内容の人権教育悉皆研修会を開催する。人権教育推進委員会においては、課
題設定に基づく研究及び教職員への人権教育の充実のための啓発を効果的に行えるようにす
るため、様々な活動方法を取り入れていく。
・人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別の解消を目指すため、人権尊
重教育推進校（緑野小学校）の研究の充実を図るとともに、その成果の普及・啓発を図る。

取組内容 関連する予算事業

・教育研究推進
・人権尊重教育推進校

③
子どもの権利の理解促
進

・各学校における児童・生徒への子どもの権利条
例の理解促進の取組

・狛江市人権施策推進指針
・狛江市男女共同参画推進計画
・第３期こまえ子ども・若者応
援プラン

④
スクールハラスメント
防止

・教職員に対する研修の実施
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令和８年度自己点検及び評価審査委員会

1-1-1-1 　互いの生命や人格・人権を尊重し、あら

ゆる偏見や差別をなくす人権教育を推進します。

令和８年６月25日
狛江市教育委員会
教育部指導室　
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第４期　狛江市教育振興基本計画（狛江市教育大綱）

基本方針１　子どもが自らの人生を
　　　　　　　　切りひらいていく力の育成

施策（１）　　 生命や人権を尊重する態度や
　　　　　　　　豊かな心を育てる教育
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令和７年度事業内容

・　人権教育悉皆研修の実施
・　人権教育推進委員会による取組
・　人権尊重教育推進校の取組
・　「狛江市子どもの権利条例」理解促進の取組
・　狛江の教育21研究協力校の取組
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人権教育悉皆研修の実施

・令和７年４月２日（水）エコルマホールにて
　「誰一人取り残されない学校・学級づくり
～子どもと教師のウェルビーイングの向上を目指して～」 
講師：國學院大學　教授　杉田 洋　先生 



人権教育推進委員会による取組

・年間５回人権教育推進委員が参加し
て実施
・他自治体の人権教育推進校研究
発表会等への参加
・人権教育についての研修の実施
・【狛江市版】教職員の人権感覚
チェックリストの作成



人権尊重教育推進校の取組
・個別的な視点と普遍的な視点のそれぞれを題材
にした授業実践
・６、12月のアンケートの比較
「話合いの時に、自分の思いや考えをもつことが
できますか？」では、肯定的評価が５ポイント上昇
「話合いを通して、互いのよさに気付くことが
できますか？」では肯定的評価が３ポイント上昇





「狛江市子どもの権利条例」理解促進の取組

特に大切にする４つの視点
・生きる権利、成長・発達する権利
・ありのままでいられる権利
・自分で自分のことを決める権利

・意見表明及び参加・参画する権利

令和８年４月より施行
令和５年度から令和７年度にかけて

「子ども・若者・子育て会議」で議論



狛江の教育21研究協力校の取組

・和泉小学校における
「児童運営委員会」の取組
　　　　　　

「狛江市子どもの権利条例」
意見を表明する権利との関連



まとめ

・　人権教育について、教職員・児童・生徒に対して
  学校教育において、様々な機会を利用して人権に
  対する意識の醸成を図る。

・　保護者や地域にも多様な価値観や多様性、社会
　的包摂性の理解促進を図るための情報発信をして
　いきます。
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